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２０１１年６月２５日（土） １３：３０～１６：３０  

●けん玉の面白さ、とは？ 
新けん玉学校、先月開校し今日が第２回目です。 

「けん玉のどこが面白いんですか？」 

「けん玉をして何かいいことありますか？」 

取材で聞かれることです。 

けん玉には毎回感動がある。 

これですね。だから面白い。２つ目は何だかふざけた感じの質問ですね。 

何かの役に立つためにするのではない。面白いからやる。それだけです。 

 

けん玉でよく言われることの１つ、 

はずしたときに必ず理由がある。 

この理由を追及し、修正してやれば必ずできるはずだといいます。 

このときの思考錯誤の過程が面白いんだというマニアな人もいるし、 

自分の弱さ、甘さがけん玉に現れるのであって、それを克服するところに 

意義を感じる、という悟りを開いたような人もいます。 

 

皆さんはそう肩肘を張らず、気軽にけん玉を楽しむのがいいです。 

 

本日のおたより⇒ 

 

今日は認定試験をしました。 

練習の時はできてたけど本番だとできない、という人がいます。 

これはただの言い訳かもしれません。 

トレーニングしてください！！ 

どんなことも練習量でそこそこカバーできる、と私は思います。 

あと、試験がうまくいかなくてもガッカリすることはありません。まして、 

自分には向いてないとか、そういうマイナス思考になってしまうと、 

何をやってもうまくいきません。 

 

「鳴かぬなら 一緒に笑おう ホトトギス」 

 

誰の句ですかね？ 

ではまた来月に。 （三石） 

 

 


